
 

 

 

 

 
 
 
 

「季節のうつろい 夏から秋へ」展を開催します 
 

岐阜県美術館ではこのたび、「季節のうつろい 夏から秋へ」展を開催します。 

日本では古来、床の間や茶室の掛軸を掛け替え、花や置物を飾り、四季折々を楽しみながら来客をもてな

す文化があります。本展では、当館が所蔵する日本画と工芸の組み合わせにより、夏から秋への季節にふさ

わしい作品を紹介します。 
 

１ 会 期  令和５年７月１１日（火）～１１月５日（日） 

       １０：００～１８：００ 

       ７月２１日（金）、８月１８日（金）、 

９月１５日（金）、１０月２０日（金）は 

２０：００まで夜間開館 

       ※展示室の入場は、閉館の３０分前まで 

※休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日） 

       ※中間展示替あり 

２ 場 所  岐阜県美術館 展示室１（岐阜市宇佐４－１－２２） 

３ 観覧料  一 般 ：３４０円（２８０円） 

大学生 ：２２０円（１６０円） 

高校生以下無料、（ ）内は２０名以上の団体料金 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、難病に関する医療費受給者証の交付

を受けている方とその付き添いの方（１名まで）は無料 
 

■ 出品予定作品 

 

※問い合わせは、岐阜県美術館（０５８－２７１－１３１３）にお願いします。 

※その他の催し物については、岐阜県美術館Webサイトをご確認ください。 

（https://kenbi.pref.gifu.lg.jp） 
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作家名 《作品名》 制作年 
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（1906－1972） 《朝顔》 不詳 
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》 1990年 


